
　　　　

年 月 日

学校日 あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 児童1人ひとりの発達、特性に合った療育を行い、「昨日よりも今日」「今日よりも明日」と一歩ずつ成長して行けるような事業所を目指しています。

事業所名 放課後等デイサービス　モア 作成日支援プログラム

・感覚や認知の活用　 (味覚、視覚、聴覚、触覚、嗅覚等の感覚を活用したプログラムの提供、ビジョントレーニング)
・知覚から行動への認知過程の発達　 (集団での声掛け支援及び個別での声掛け支援、見通しのあるスケジュール管理、視覚的理解の支援)
・認知や行動の手掛かりとなる概念の形成及び数量・大小・色等の習得　 (様々な活動や遊具を通しての理解及び成功体験での習得)
・行動障害への予防及び対応　 (個々の発達・特性に合わせた支援の提供、SSTの活用)

・言語の形成と活用　 (様々な活動で得た体験や経験の気持ちや感想の受容や代弁)
・受容言語と表出言語の支援・相互作用によるコミュニケーション能力の獲得　 (相手に伝える力・聞く力の支援、集団活動での伝える力や聞く力の支援、SSTの活用)
・指差し・身振り・サイン等の活用　 (個々の気持ちの受容、視覚的理解ができる環境設定及び整備)
・読み書き能力の向上のための支援　 (学習支援、音読、絵本の読み聞かせ、活動プログラムに沿った活動の提供)

・人間関係・社会性の基盤・コミュニケーション能力の向上　 (他者と関わりながら円滑にコミュニケーションがとれるよう支援・気持ちの受容・信頼関係の基盤形成に向けた支援)
・一人遊びから集団遊びへの支援　 (活動や遊びを通した社会性や対人関係の構築)
・自己理解と気持ちのコントロールのための支援　 (自分自身を認める力、自己肯定感から自己理解に繋がる支援、気持ちをクールダウンできる場の提供及び整備)
・集団への参加の支援　 (自分の気持ちの表出、伝える力、ルールの理解、相手の理解、集団活動の提供)

支援方針
日常生活における基本的動作及び知識技能を習得し、集団生活においても適応することができるよう、1人ひとりの状況やおかれている環境に応じて適切かつ効果的な療育を行うととも
に、1人ひとりの個性を大切にしながら、一歩ずつ成長して行けるように支援を行っていきます。

営業時間 送迎実施の有無休校日 9時30分～18時30分10時00分～19時00分

主な行事等
・戸外活動(公園散策、地域体育館・公民館の利用、動植物園の利用等)
・各季節イベント行事(ピクニック、夏祭り、運動会、ハロウィン、クリスマス会等)
・クッキング活動

（別添資料１）

家族支援
・保護者面談(6ヶ月に1回以上)
・関係機関との連携(学校、相談事業所、医療機関)

移行支援
・進学先との情報共有及び連携
・進学や環境の変化に向けての課題の提示及び実践
・進学や環境の変化に伴うメンタルケア

地域支援・地域連携
・各関係機関や他事業所との連携(学校、相談事業所、放課後等デイサービス、
児童クラブ等)

職員の質の向上
・事業所内研修、外部研修及び勉強会への参加
・ミーティング、職員会議の実施

支　援　内　容

・健康状態の把握 　(健康状態の常なるチェック、視診、検温、体調不良時等の対応)
・健康の維持及び増進 　(生活リズムの意識付け、休憩時間の設定、水分補給の促し及び声掛け支援)
・基本的生活スキルの習得　 (身辺整理、睡眠時間等の基本的な生活リズムの意識付け、おやつの提供)
・構造化により生活環境を整える 　(年間・月間スケジュールに沿った活動の提供、個々に応じた学習支援)

・姿勢と運動・動作の基本的技能の向上 　(粗大運動と微細運動、ビジョントレーニング、ダンス等のリズム活動)
・保有する感覚の活用　 (視覚、聴覚、触覚等の感覚を活用した活動プログラムの提供)
・感覚の補助及び代行手段の活用 　(指差しやなぞり書き等の個々に合わせた支援、個別での声掛け支援、分かりやすい視覚支援)
・感覚の特性 　(感覚の過敏や鈍麻等、個々に合わせた支援プログラムの提供)
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人
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援


